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1. はじめに 

	 音楽の BPM（Beats Per Minute）は作業効

率に影響するという実験も行われている［１］。

そこで本研究では、知見を用いて作業効率を上

げる音楽をリスト化し利用する方法を提案する。 

2. 様々な作業に適した BPM 

	 各作業の BGMに適した BPMは表１に表す
［１,２］。 

表１	 作業と作業に適した BPM 

作業 BPM(拍/分) 

勉強 116 

リラックス 60 

	 本研究では表１に従って楽曲を分類する。 

	 BPM とは、1 分あたりに 60 回刻む拍（4 分
音符）の数を表す［４］。 
3. 今回提案するアルゴリズム 

以下に提案するアルゴリズム示す。 

① wavファイルのデータを 0.001秒（以
下フレーム）ごとに区切る。 

② 各フレームの振幅の実効値を求める。 
③ 隣り合うフレームの振幅の増加量を

求める。 

④ 増加量の時間変化の周波数成分から

周期を求める。 

⑤ マッチ度のピーク値を検出する。 

⑥ ピーク値の周波数を 60 倍して BPM
を求める。 

⑦ 音楽ファイルを条件付けのプログラ

ムによって各作業の BPMごとに楽曲

をファルダに移動する。 

⑧ 使用者は作業にあったフォルダを選

択して使用する。 
4. 結果 

 

 
 
 

 
	 図１BPM120の楽曲のテンポ解析結果 

 
図１は BPM120の楽曲のテンポ解析の

結果である。縦軸には各 BPMでのマッチ
度、横軸には各 BPMの値になっている。 

	 図１からマッチ度のピークでの BPMの
値が 120になったことから、テンポ解析が
正しく行われていることがわかる。 

5. 今後の課題 
今回の実験から楽曲の低音の周波数に影

響を大きく受け、誤った結果となる場合が

あることが明らかになった。そのため、フ

レーム時間を検討する必要がある。 
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